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印刷の

● 会社概要
商号
本社
本社業務

設立
資本金
事業内容

取締役及び監査役
代表取締役社長
専務取締役
専務取締役
常務取締役
取締役
取締役
取締役
取締役
常勤監査役
監査役
監査役

営業拠点
　本　　社
　第二ビル
　第三ビル
　高崎支店
　
　仙台支店
　
　埼玉工場

（平成14年3月31日現在）

株式会社　平賀
〒176-0012　東京都練馬区豊玉北3丁目3番10号
〒176-0012　東京都練馬区豊玉北3丁目2番5号
電話　03-3991-4541
1956年(昭和31年)1月31日
4億3,431万円
折込広告､DM､各種ショッピングバッグ､包装紙、
POP等の製造販売
(平成14年6月26日現在)
平賀　　豊
平賀　典男
平賀　明男
平賀　治郎
木下　昭三
中村　則丈
柴田　憲一
坂本　昭和
渡辺　弘光
鈴木　博司
池谷　　昇

東京都練馬区豊玉北3丁目2番5号
東京都練馬区豊玉北3丁目3番10号
東京都練馬区豊玉北3丁目20番2号
群馬県高崎市上中居町51番地-1
エスト900ビル302
宮城県仙台市青葉区一番町1丁目16番23号
S.T.S-06ビル7F
埼玉県新座市本多1丁目13番9号

● 株主メモ
決算期
定時株主総会
配当金受領株主確定日
基準日

1 単元の株式数
名義書換代理人

同事務取扱場所

同取次所
公告掲載新聞

毎年3月31日
6月下旬
3月31日中間配当金の支払を行う時は9月30日
3月31日
その他必要ある場合は予め公告して定めます。
1,000株
大阪市中央区北浜4丁目5番33号
住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内1丁目4番4号
住友信託銀行株式会社  証券代行部

〒183-8701 東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社  証券代行部
(住所変更等用紙のご請求) 70120-175-417
(その他のご照会)　　　　 70120-176-417
住友信託銀行株式会社全国本支店
日本経済新聞

郵便物の送付先
及び連絡先（　　　　　 　　）

本社ビル

證券コード：7863

Power UP!

Speed UP!



あいさつ 営業概況

代表取締役社長

　株主の皆さまには、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　平素は、格別なるご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社｢第47期事業報告書｣をお届けするにあたり、ひとことご挨拶
申し上げます。

　当社は、印刷産業において、商業印刷物のなかでチラシに特化す
ることにより、チラシのスペシャリストとして同業他社との差別化
を図ってまいりました。
　当社のチラシ造りは、消費減退時の集客方法として店舗に活力を
与え、地域住民の購買行動を決める情報提供と安い店、近い店、営
業時間など合理的な購買行動をする際の道標として情報を行動に結
びつける役割を担い、お客様の宣伝活動の担い手として、また良き
パートナーとしてより良いサービスを心掛けております。
　そのために当社は、得意先の取扱商品を熟知した専門担当者が、
広告効果の増大を図るための営業企画とマーケティング情報を持っ
て得意先の利便性に貢献する企画提案型営業に努めております。ま
た、原稿の入稿・訂正につきましては、企画から印刷用フィルム作
成までを電算処理化し、自動高速輪転印刷機で印刷することで短期
納入を実現させております。
　お客様の原稿作成の支援といたしまして、インターネットを活用
し、当社保有の商品写真データをご利用頂き、お客様の原稿作成の
効率化に努めております。さらにお客様の作成された原稿データは、
当社システムで即時変換し、原稿作成作業の軽減などお得意先様の
ご要望にお応えすることができました。当社はIT化時代に先駆けさ
らなる進化発展を目指す所存であります。
　株主の皆さまにおかれましては、引き続き倍旧のご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年6月

　広告業界におきましては、活発な広告活動から景気後退感が強ま

るなかで広告費を抑制することとなり、全産業の広告関連支出は6

兆580億円で、前期比0.9%減少いたしました。また、当社が関連す

る折込広告関連支出は、前期比0.3%増の4,560億円となりました。

　一方印刷業界におきましては、需要が全般的に減少し、受注価

格の下落など大変厳しい経営環境が続きました。

　当社の主要材料である用紙価格は、若干の下落傾向で推移いた

しました。

　このような状況のなか、当社におきましては、販売促進に対する

企画提案及び情報関連機器の活用によるお客様の原稿作成作業軽減

等の提案を積極的に推進し、新規顧客の獲得に注力したことにより

受注数量は増加いたしましたが、印刷業界の経営環境を反映し販売

価格の下落により、当社の売上は前年を下回りました。

　また、企業間競争による受注価格の下落に伴う売上総利益率の圧

迫を生産効率の強化により最小限にくい止めることができました。

　以上の結果、当期の業績といたしましては、売上高87億11百万円

（前期比0.9%減）となりましたが、経常利益は6億80百万円（前期比

9.1%増)､当期利益は3億54百万円（前期比9.9%増）となりました。

　以上の結果を基に今後の課題といたしまして、印刷業界は、既存

市場の成長鈍化に伴う企業間競争による価格低下により厳しい状

況で推移するものと思われます。

　このようななかで、折込広告についてみると、平成13年の折込広

告の配布量は前年と比べ1.7%増加しておりますが、広告費の抑制の

なか印刷価格は下落しており、平成14年も引き続き厳しい経営環境

が見込まれます。しかし、当社といたしましては、価格競争に対応

した生産効率と販売促進に対する企画提案及び情報関連機器の活用

によるお客様の原稿作成作業軽減等の提案による企業差別化を図り

ながら収益向上に全社一丸となって邁進いたします。



〈貸借対照表〉

3,983,435

921,550
46,139

1,509,533
724,237

20,469
335,456

78,372
12,919
47,403

171,819
121,011

8,822
△14,300
3,262,451

1,721,630

626,479
40,262

452,645
24,629
25,295

552,319
103,558

101,065
2,493

1,437,261

486,823
97,811

104,163
380,584
195,848

75,794
170,357

27,891
△102,013
7,245,886

流 動 資 産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 等

資 産 合 計

売上高

売上原価
販売費及び一般管理費

受取利息及び配当金
その他

支払利息
その他

貸倒引当金戻入益

固定資産売却損
固定資産除却損
有価証券評価損
会員権評価損

法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法人税等調整額

前期繰越利益

 

 

営業利益
 

 

経常利益
 

 

税引前当期利益

当期利益

当期未処分利益

　8,711,079
　

8,044,277
666,801

26,494

13,036
680,260

1,678

20,965
660,973

306,089
354,883

10,558
365,441

（単位：千円）
（平成14年3月31日現在）

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
有 価 証 券
製 品
原 材 料
仕 掛 品
貯 蔵 品
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
預 け 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 及 び 備 品
土 地

ソ フ ト ウ ェ ア
電 話 加 入 権

投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
更 生 債 権 等
繰 延 税 金 資 産
再評価に係る繰延税金資産
投 資 不 動 産
保 険 積 立 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部

2,359,002

567,007

605,845

600,000

237,554

46,955

189,735

93,000

18,903

1,254,278

150,000

150,000

393,090

561,188

3,613,281

434,319

519,490

425,177

94,313

△272,689

2,945,441

2,580,000

2,580,000

365,441

(354,883)

6,042

6,042

3,632,605

支払手形

買掛金

短期借入金

未払金

未払費用

未払法人税等

賞与引当金

その他

社債

長期借入金

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

資本準備金

利益準備金

任意積立金

　別途積立金

当期未処分利益

(うち当期利益)

その他有価証券評価差額金

負 債 の 部

科　　　目 科　　　目金　　額 金　　額

〈損益計算書〉（平成13年4月1日から平成14年3月31日まで）
（単位：千円）

金　　 　 　額

　
　

6,782,681
1,261,596

10,554
15,940

9,999
3,036

1,678

3,500
10,148
3,891
3,425

340,000
△33,910

経

常

損

益

の

部

営
業
損
益
の
部

営
業
外
損
益
の
部

特

別

損

益

の

部

科　　　　　　目

当 期 未 処 分 利 益

次期繰越利益

365,441

〈利益処分計算書〉 （単位：千円）

金　　 　 　額

60,233

項　　　　　　目

これを次のとおり処分いたします。

利 益 配 当 金

役 員 賞 与 金

任 意 積 立 金
　 別 途 積 立 金

（ 1 株 に つ き 1 5 円 ）

（ う ち 監 査 役 賞 与 金 ）
55,000

(1,500)

220,000 335,233

30,207

資 本 の 部

7,245,886負 債 及 び 資 本 合 計

流 動 負 債

固 定 負 債

　

負 債 合 計

資 本 金

法 定 準 備 金

再 評 価 差 額 金

剰 余 金

評 価 差 額 金

資 本 合 計

営業収益

営業費用

 
営業外収益

営業外費用

 
特別利益

特別損失



●売上
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0
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〈売上高の品目別構成比グラフ〉
（2002年3月期）

●1株当たり純資産額
(単位：円)

1,200
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0
平成10年3月期 平成11年3月期 平成12年3月期 平成13年3月期

●1株当たり利益

平成10年3月期 平成11年3月期 平成12年3月期 平成13年3月期

(単位：円)

0
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80

100

包装資材

2.5％

その他

6.5％

折込広告

91.0％

〈品目別売上構成比〉

品 目

チ ラ シ

包 装 資 材

そ の 他

合 計

（注）平成9年8月1日付で500円額面株式1株を50円額面株式15株に分割しております。

（注）平成9年8月1日付で500円額面株式1株を50円額面株式15株に分割しております。

7,958,465

247,386

586,125

8,791,977

90.5％

2.8％

6.7％

100.0％

6,672,660

238,345

505,985

7,416,990

90.0％

3.2％

6.8％

100.0％

6,225,657

207,417

475,201

6,908,276

90.1％

3.0％

6.9％

100.0％

7,054,556

190,920

467,958

7,713,435

91.4％

2.5％

6.1％

100.0％

平成10年3月期 平成11年3月期 平成12年3月期 平成13年3月期

7,924,868

218,812

567,398

8,711,079

91.0％

2.5％

6.5％

100.0％

平成14年3月期

平成14年3月期

平成14年3月期



〈主要な経営指標等の推移〉

第45期 第46期

売 上 高

経 常 利 益

当 期 利 益

資 本 金

発 行 済 株 式 総 数

純 資 産 額

総 資 産 額

1 株 当 た り 純 資 産 額

1 株 当 た り 配 当 額

( う ち 1 株 当 た り 中 間 配 当 額 )

1 株 当 た り 当 期 利 益

潜在株式調整後1株当たり当期利益

自 己 資 本 比 率

自 己 資 本 利 益 率

株 価 収 益 率

配 当 性 向

営業活動によるキャッシュ･フロー

投資活動によるキャッシュ･フロー

財務活動によるキャッシュ･フロー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高

従 業 員 数

（ ほ か 、 臨 時 雇 用 者 数 ） 　 　

回　　　　　　　次

決 算 年 月

第44期第43期

平成10年3月 平成11年3月 平成12年3月 平成13年3月

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(株)

(千円)

(千円)

(円)

(円)

(円)

(円)

(円)

(％)

(％)

（倍）

(％)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

7,713,435

635,951

279,947

332,319

3,615,585

3,110,412

5,926,511

860.28

10.00 

(---)

77.43

---

52.5

9.3

---

12.92

251

(---)

6,908,276

670,762

30,288

332,319

3,615,585

3,111,838

6,454,285

860.67

10.00

(---)

8.37

---

48.2

1.0

---

119.37

1,402,261

238

(---)

7,416,990

613,919

108,686

332,319

3,615,585

3,127,769

6,246,549

865.08

10.00

(---)

30.06

---

50.1

3.5

---

33.27

180,684

29,299

△131,728

1,473,222

244

(27)

8,791,977

623,505

322,989

434,319

4,015,585

3,689,513

7,524,363

918.80

15.00

(---)

85.23

---

49.0

9.5

7.3

18.65

234,646

△551,367

196,814

1,362,393

255

(27)

(注) 1. 売上高には、消費税等は含まれておりません。
　　2. 第43期においては、平成9年8月1日付で500円額面株式1株を50円額面株式15株に分割しております。
　　　なお、1株当たり当期利益は期首に分割が行われたものとして計算しております。
　　3. ｢従業員数｣ 欄の(　)内は、外書で臨時従業員数（最近一年間における平均雇用人数を１人１日8時間で換算し算出）を記載して
　　　おります。

第47期

平成14年3月

8,711,079

680,260

354,883

434,319

4,015,585

3,632,605

7,245,886

904.63

15.00

(---)

88.38

---

50.1

9.7

6.8

16.97

718,149

△195,811

△122,726

1,766,798

251

(30)
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タ

ッ
フ

を
増

員
。機

材
も

大
幅

に
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
し

ま
し

た
。

●
2

0
0

2
年

6
月

／
当

社
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
商

品
検

索
が

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

。撮
影

コ
ス

ト
の

削
減

に
大

き
く

寄
与

。
●

当
社

の
主

力
商

品
／

折
込

広
告

・
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
バ

ッ
グ

・
P

O
P

(ポ
ッ

プ
)

東
京

・
高

崎
・

仙
台

・
埼

玉
工

場
…

躍
進

を
続

け
る

平
賀

の
活

動
拠

点
で

す
。


